





アーカイヴとは、『広辞苑』（第 6 版、岩波書店、2008 年）によると、
「古文書・記録文書類。また、その保管所。公文書館」であり、また





















































Cambridge Advanced Learner’s Dictionary（third edition, Cambridge 
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、主体に相関的にな




























































































































































岡は収集したものを、「木」（図 1）、「竹」（図 2）、「笹」（図 3）、「わ
ら」（図 4―7）、「紙」（図 8）、「土」（図 9）、「雑」（図 10）に分類した20）。
「雑」というのはどこに分類してよいものかわからなかったもので、そ









図 1　蕪水亭・弁当 図 3　笹ゆべし図 2　ささらあめ
図 4　卵つと 図 6　山芋図 ５　切り干し大根 図 7　車海老






























「たてもの」（図 12）、「交通」（図 13）、「自然」（図 14）、「社寺・祭り」





図 11　《豊中駅前風景》 図 12　《克明第二尋常小学校校舎》
図 13　《木炭バス》 図 14　《豊中二中、赤坂池》
































































ているものは、『今、蘇る国鉄～音の旅～』では 69 トラック中 13 ト
ラック、その中で放送について触れられているのが 8 トラック、さらに
その中で、何かしら形容されているものが 3 トラックである31）。『今、
蘇る国鉄～音の旅～ 2』では、音について触れられているのが 62 トラッ
ク中 19 トラック、放送について触れられているのが 13 トラック、何か






















































































































































6 ）　Eivind Røssaak, “The Archive in Motion: An Introduction”, Eivind 
Røssaak (ed.), The Archive in Motion: New Conceptions of the Archive in 
Contemporary Thought and New Media Practices, Novus Press, Oslo, 2010, 
p12. 強調は原著。
7 ）　Ibid., p.15．













15）　Sven Spieker, The Big Archive: Art from Bureaucracy, The MIT Press, 
Cambridge, 2008, p.136.
16）　以下、この段落の末尾までは、次の箇所の要約である。Sharon Daniel, 
“The Database: An Aesthetics of Dignity”, Victoria Vesna (ed.), Database 
Aesthetics: Art in the Age of Information Overflow, University of Minnesota 



































れられているもの」へと絞り込む際に 5 トラック減っているが（13 から 8）、
それらは列車の出す音について説明されているものである。また、「放送
について触れられているもの」から「何かしら形容されているもの」でも
5 トラック減っているが（8 から 3）、それらはその放送が何のための放送
かを説明しているものである。
32）　「あの頃の国鉄にタイムスリップ　蘇る音鉄が大人気」、『夕刊フジ』、産
































出 典：「 北 摂 ア ー カ イ ヴ ス 」（http://e-library2.gprime.jp/lib_city_toyonaka/






図 16：《’70 年　万博参加の行進 1（往路）》、鈴木理史提供、1970 年
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